
大和市をもっと楽しくする　イベント・講座のご案内

愛称「とりころーる大和」には、3色の配色という意味であるトリコロールという言葉に、
スポーツ・よか・みどりの三団体が力を合わせるという意味が込められています。
また、「ろーる」は英語で“役割”、つまり三団体が力を合わせ、魅力ある事業を展開し、
市民の皆様を「虜（とりこ）」にする役割を担っていきたいという願いが込められています。

第　号22

やまとナビ　でで　検 索

携帯電話からもご覧いた
だけます。左のコードを
携帯電話で読み取り、携
帯サイトにアクセスして
ください。

大和市スポーツ・よか・みどり財団
公益財団法人

「とりころーる」は自治会加入の全戸に回覧でご覧いただけるほか、大和市内各駅、市役所、学習
センターなどの公共施設、郵便局・銀行（一部除く）、財団管理施設に設置しています。
※「とりころーる」は偶数月の１日に発行です。

「とりころーる」ってどこでもらえるの？

第22回ミックスダブルテニストーナメント（P4）
クリスマス☆バルーンアート／江ノ電水中ウォーキングラリー（P5）
子ども鳥博士／むかしの暮らし～暦と休日～（P6）
第19回「わがまち・やまと・みどり発見」
　フォトコンテスト入賞作品発表 !（P7）
第７回大和文芸映画祭（P8）

（Ｐ２－Ｐ３）

民家園で、お正月。

「冬至の室礼」

2/18●
下福田会館

古くから日本で
は、年中行事など
のハレの日に旬の
野菜や果物など
を神仏に供え、
豊穣や健康を
祈ってきました。
この美しい文化を
室礼（しつらい）
といいます。

「とりころーる」のダウンロードも可能です。

第4回 　YAMATOダンスフェスティバル第4回 　YAMATOダンスフェスティバル
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豆・知・識

元旦から迎えるお正月は、かつて田んぼの神様元旦から迎えるお正月は、かつて田んぼの神様や先祖の霊ともいわれ先祖の霊ともいわれる年神年神
（としがみ）を迎える大切な時期として扱われてきました。（としがみ）を迎える大切な時期として扱われてきました。
多くの地域で年神は年の暮れに山からやってきて、お正月が終わるとまた山多くの地域で年神は年の暮れに山からやってきて、お正月が終わるとまた山
に戻っていくと伝えられています。その年神を丁寧に迎えるために正月飾りに戻っていくと伝えられています。その年神を丁寧に迎えるために正月飾り
といった特別な飾り物を毎年用意するのがお正月の姿でした。といった特別な飾り物を毎年用意するのがお正月の姿でした。
また１月 15 日のことを「小正月（コショウガツ）」と呼びます。また１月 15 日のことを「小正月（コショウガツ）」と呼びます。
元旦からの正月は年神を迎える行事ですが、小正月は農業など生産に関係す元旦からの正月は年神を迎える行事ですが、小正月は農業など生産に関係す
る稲や畑の作物の成長を祝う儀礼を行います。大和市でる稲や畑の作物の成長を祝う儀礼を行います。大和市ではカイコの成長を祝カイコの成長を祝
う「繭玉（う「繭玉（まゆだままゆだま）飾り」が行われていました。）飾り」が行われていました。
１月 14 日に注連縄（１月 14 日に注連縄（しめなわしめなわ）飾りや門松、）飾りや門松、かきぞかきぞめなどお正月に飾っためなどお正月に飾った
飾り物をみんなで持ち寄飾り物をみんなで持ち寄ってって燃やす「ドンドヤキ」「セーキヤキ」といっ燃やす「ドンドヤキ」「セーキヤキ」といった
行事は行事は、今でも日本各地で行われています。今でも日本各地で行われています。

元旦から迎えるお正月は、かつて田んぼの神様や先祖の霊ともいわれる年神
（としがみ）を迎える大切な時期として扱われてきました。
多くの地域で年神は年の暮れに山からやってきて、お正月が終わるとまた山
に戻っていくと伝えられています。その年神を丁寧に迎えるために正月飾り
といった特別な飾り物を毎年用意するのがお正月の姿でした。
また１月 15 日のことを「小正月（コショウガツ）」と呼びます。
元旦からの正月は年神を迎える行事ですが、小正月は農業など生産に関係す
る稲や畑の作物の成長を祝う儀礼を行います。大和市ではカイコの成長を祝
う「繭玉（まゆだま）飾り」が行われていました。
１月 14 日に注連縄（しめなわ）飾りや門松、かきぞめなどお正月に飾った
飾り物をみんなで持ち寄って燃やす「ドンドヤキ」「セーキヤキ」といった
行事は、今でも日本各地で行われています。

鏡餅を飾ったり、お雑煮やおしる
ことして食べたりとお正月の間は
よくお餅を目にします。なぜお餅
はお正月に欠かせないものとして
扱われるのでしょうか。それは、
古くから日本人が稲、米を特別視
し、食べることで特別な力を得ら
れると考えてきたからです。その
ため、新年の始めであるお正月に、
お米をついて作ったお餅を食べる
という風習が残っているのです。

餅つきや正月飾りなど、年末はお正
月を迎えるにあたって様々な準備を
します。しかし、大和市では12月29
日と31日に正月の準備を行うことを
避けていました。29日は「9」が「苦」
と読めるため、31日は翌日すぐに正
月を迎え、一晩限りの飾りが葬儀を
連想させるためでした。そのため、
29日と31日の餅つきをそれぞれクン
チモチ（九日餅）、イチヤモチ（一夜
餅）、29日と31日に飾る正月飾りを
それぞれクマチ（苦待ち）、イチヤカ
ザリ（一夜飾り）と呼び、正月の準備
は12月28日や30日に行うことが多
かったと言われています。

現在、有名な社寺へ初詣に出かける
ことは一般的な感覚としてあります
が、これは江戸や明治頃の都市部か
ら広まった新しい習慣であると考え
られています。この習慣が広まる以
前は、お正月は年神を迎えるため家
族で厳粛に過ごす、または地域の氏
神 ( ウジガミ ) を祀る神社へ初詣に
参りました。時には地元の神社へ初
詣に出かけてみてはいかがでしょう
か？

で
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大和市郷土民家園
〒242-0029　大和市上草柳629-1（泉の森内）　　　
TEL.046-260-5790
★開園時間　9：00～16：30
　　　　 （7/21～8/31は9:00～17:00）
★休園日　月曜日
　　　　 （月曜日が休日の場合はその翌日）
★入園料　無料
◎アクセス　小田急線・相鉄線『大和』駅から徒歩30分
　　　　　　小田急線『大和』・『鶴間』駅から徒歩30分
　　　　　

電話でのお申し込み（先着順） 当日受付（現地先着順）当

当

●

●

●
●

1２/23（金・祝）
①玉飾り作り
10:00～12:00　
②輪飾り作り　
13:30～15:00
どなたでも(小学生
以下保護者同伴)　
①20人　②30人
①1,800円　②1,000円
受付中

日 時

対 象

参 加 料
申込開始

郷土民家園に2棟ある古民家の一つ「旧小川家」のご当主を講師に招き、
昔ながらの注連縄飾りを稲藁から作ります。
農業の機械化が進む昨今、飾りに使える稲藁も減ってきました。機械で刈っ
た稲藁は長さが短く、注連縄飾りに用いると格好がつかないといわれます。
そのため、毎年農家の方にお願いして稲の手刈りをしていただいています。
ぜひとも昔ながらの正月飾りを手作りしてお正月を迎えてはいかがでしょう
か？

初春の七草粥

正月飾り

● 1/7㈯10:00～
なくなり次第終了

日 時 ●
●

どなたでも
1杯100円

対 象
料 金

● 12/25㈰～1/7㈯展示期間

七草粥は正月の7日に七草を入れたお粥を食べる行事です。この七草粥を食べるこ
とで病気を祓う効果があるなど除災の意味があります。民家園の七草粥には園内の
畑で作ったカブなどを入れています。

「正月飾りを作ろう」の講師である
小川さんに作ってもらった注連縄
飾りを古民家の入口に飾ります。
また、園内にて門松も展示してい
ます。

大和市内にあった古民家を移築して作られた大
和市郷土民家園。
自然の素材からできている古民家を末永く保存
するために、職員が毎日欠かさずに手入れを行っ
ています。囲炉裏の火入れもその一つ。煙を屋
内に行き渡らせ、虫の食害から茅葺屋根や柱を
守っています。教室で使用する作物の栽培など
も行っています。
また、郷土民家園では昔ながらの遊び道具など
を販売しています。竹とんぼや竹笛、お手玉など
遊び道具を始め、竹炭、竹酢液なども販売してい
ます。これらはなんと、すべて手作り！ボランティア
さんや職員が、泉の森の植物を再利用して作っ

ています。郷土民家園にお越しの際は、ぜひチェ
ックしてみてください。（※時期により在庫がな
い場合もあります、ご了承ください。）

展示 繭玉団子飾り

● 1/14㈯～1/22㈰展示期間

繭玉飾りは小正月の1月15日に飾
ります。お米の粉を繭の形にして木
の枝につけ、カイコの成長を願う
意味があります。郷土民家園の繭
玉飾りは、旧小川家のご当主が、
大和市の昔ながらのやり方で飾っ
ています。

展示

正月飾りを作ろう
し め わら

東神トラック

至
鶴
間
駅

泉の森

大和斎場入口

上草柳

文ヶ岡小

P

桜森稲荷神社
マツモトキヨシ いなげや

東名大和
3号橋相模大塚駅

自然観察センター・自然観察センター・
しらかしのいえしらかしのいえ
自然観察センター・
しらかしのいえ

ホームピック
東名
高速
道路

大和厚
木バイ

パス

大和市郷土民家園

元旦から迎えるお正月は、かつて田んぼの神様や先祖の霊ともいわれる年神
（としがみ）を迎える大切な時期として扱われてきました。
多くの地域で年神は年の暮れに山からやってきて、お正月が終わるとまた山
に戻っていくと伝えられています。その年神を丁寧に迎えるために正月飾り
といった特別な飾り物を毎年用意するのがお正月の姿でした。
また１月 15 日のことを「小正月（コショウガツ）」と呼びます。
元旦からの正月は年神を迎える行事ですが、小正月は農業など生産に関係す
る稲や畑の作物の成長を祝う儀礼を行います。大和市ではカイコの成長を祝
う「繭玉（まゆだま）飾り」が行われていました。
１月 14 日に注連縄（しめなわ）飾りや門松、かきぞめなどお正月に飾った
飾り物をみんなで持ち寄って燃やす「ドンドヤキ」「セーキヤキ」といった
行事は、今でも日本各地で行われています。

まゆ

なな くさ がゆ

はら

やまとナビ　で　検 索

竹とんぼ
ぶんぶんゴマ
竹　笛
お手玉（1個）
竹酢液

50円
50円
100円
100円
200円
150円
300円
300円

竹　炭
小
大
徳用

品　名 金　額



第22回ミックスダブルステニストーナメント 親子スポーツ教室

太極拳

健美操

からだいきいき体操

ひよこ体操

ヨガ（午前の部）

ヨガ（午後の部）

12 12/２4～3/24（毎週土）
〈12/31・2/11を除く〉 １9：00～20：30 高校生以上　65人

高校生以上　60人

高校生以上　30人

高校生以上　60人

高校生以上　65人

小学3年生～中学生　35人

60歳以上　40人

受付中6,000円

3
１9：00～20：30

市内在住・在学・在勤の
小学１年生以上の初心者　
各30人

市内在住・在学・在勤の方
（高校生以上）　60人

女性（高校生以下不可）　40人

女性（高校生以下不可）　60人

基本ストロークができる中級者の女性
（高校生以下不可）　36人

1/14㈯必着

12 １5：15～１6：30

10 9：45～１1：00 12/8㈭9:00～

1/12㈭9:00～

2/3㈮必着

3

1

3/3～3/17（毎週土）

2/9～3/29（毎週木）

2/24㈮

2/4～2/25（毎週土）
〈2/11を除く〉

8 19:00～20:00

10:00～11:30

3月末日までに2歳になる子
とその保護者（2人1組）　35組

5,000円

8 1/24～3/13（毎週火） 10:00～11:30 12/6㈫9:00～5,000円

8 18:15～19:15 12/21㈬9:00～4,000円

エアロビクス（午後の部）

エアロビクス（午前の部）

エアロビクス（夜間の部）

　　トランポリン①

ジュニアHIP・HOP

レディースバドミントン（応用編）

8 13:30～14:45 受付中5,000円

8 13:30～16:30 12/7㈬9:00～6,000円

5,000円

4,500円

　　　　　　　　　　　　　 12 13:15～14:45 12/15㈭12:55～

1人につき1名分まで

1人につき1名分まで

1通につき1名分まで

1通につき1名分まで

1人につき1名分まで

6,000円

5,000円

6,000円

健康創造都市やまと
やまと男女共同参画プラン第二実施計画登載事業

　　はじめてのヨガ
健康創造都市やまと

　　トランポリン②
健康創造都市やまと

12 1/11～3/28（毎週水）

1/12～3/15（毎週木）

1/12～3/29（毎週木）

1/12～3/29（毎週木）

1/18～3/7（毎週水）

1/18～3/7（毎週水）

1/18～3/7（毎週水）

1/18～3/7（毎週水）

10:00～11:30 12/14㈬9:30～

8 11:15～12:00 12/7㈬必着

12/1㈭9:00～

無　料

無　料

●

●
●

●
●

3/3㈯・3/4㈰　
〈予備日3/10㈯
　　　・3/11㈰〉
9:00～
草柳庭球場
初心者・初級者
（学生不可）　
40組
5,000円
1/21㈯9:30～

日 時

場 所
対 象

参 加 料
申込開始

1通につき1組分まで
参加する親子以外の同伴
不可

［全８回］

●

●

●
●

１/18～3/7（毎週水） 
９：45～１0：45
3月末日までに3・4歳に
なる子とその保護者（2人1組）　
35組
4,５００円
１2/１4㈬9:00～

日 時

対 象

参 加 料
申込開始

髪
の
毛
に
燦
然
と
輝
く
幾
筋
も
の
光
り
！
そ
う
、
そ
れ
は
「
白
髪
」・
・
・
。
人
生
初
の
「
白
髪
染
め
」
を
計
画
中
。（
代
打
、
谷
）

●
●
●

高校生以上　各40人 ※の日は10人
トレーニング室
４００円

対 象
場 所
参 加 料

◎下記から１回だけ受講してください
◎当日申込不可

トレーニング室を利用するには事前に
講習会を受講してください。（要予約）

1月分　 2月分　
13:30～15:00
19:00～20:30
13:30～15:00
19:00～20:30
9:30～11:00
9:30～11:00

7㈯　午後
12㈭　夜間
14㈯　午後
24㈫　夜間
26㈭　午前
29㈰　午前

13:30～15:00
19:00～20:30
13:30～15:00
9:30～11:00
9:30～11:00
19:00～20:30

4㈯　午後
8㈬　夜間
11（土・祝）午後
16㈭　午前
19㈰　午前
24㈮　夜間

※ ※
※

※

アンケートにこたえアンケートにこたえて
プレゼントプレゼントをもらっちゃおう!をもらっちゃおう!

アンケートにこたえて
プレゼントをもらっちゃおう!
今回は、巧みなバチさばきで客席を魅了した三味線プレイヤー上妻宏光の
サイン色紙を 5 名様に、引地台温水プールの回数券を 1 名様にプレゼント
いたします。ご希望の方は、官製はがきまたはＥメールに、①郵便番号、
②住所、③氏名、④年齢、⑤とりころーるの入手場所、⑥参加してみたい催
し、⑦感想、⑧希望のプレゼントを記入の上、下記までお送りください。

＊当選者の発表はプレゼントの発送をもって替えさせていただきます。
＊ご記入いただいた個人情報は、プレゼントの抽選および発送のために利用し、　
　それ以外の目的に利用することはありません。
＊お 1人様 1通のご応募に限らせていただきます。

（公財）大和市スポーツ・よか・みどり財団　読者プレゼント係
〒242-0022 大和市柳橋 4-5000　引地台野球場内
E -m a i l : y o k a @y ama t o - z a i d a n . o r . j p
◎締め切り : 2011年12月26日㈪　消印有効

お申し込み先

大和スポーツセンター
〒242-0029　大和市上草柳1-1-1　　　 ℡．046-261-6200
当施設に関するお問い合わせアドレス　　sports@yamato-zaidan.or.jp
スポーツ教室申込専用アドレス（携帯電話からのEメール申込不可）sports-kyoushitu@yamato-zaidan.or.jp
開館時間　9：00～21：00（第３月曜日休館）★受付時間/9：00～20：00（ただし記載がある場合はその時刻から）

※定員になり次第締切　※ハガキ１枚・メール１通につき１人（組）まで
電話でのお申し込み（先着順）

託児あり（教室と同時に申込）　対象／２歳～未就学児（10人）・託児料／１,０００円

窓口でのお申し込み（先着順）

Eメールでのお申し込み（抽選）※教室名・郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・年齢（学年）・返信用アドレス（携帯不可）を明記の上、同施設宛へ（締切日必着）メール１通１人（組）E

E

往復ハガキでのお申し込み（抽選）※教室名・郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・年齢（学年）・電話番号を明記の上、同施設宛へ（締切日必着）ハガキ１枚１人（組）〒

〒

〒

E〒

4 とりころーる 第22号

当日受付（現地先着順）当

※1人につき1組分まで
※1人につき1組分まで　
※参加する親子以外の同伴不可

日頃の練習の成果をこの大会で試してみませんか?男女混合ダフ
ルスですのでご友人・ご夫婦でぜひチャレンジしてみてください。

パパ・ママと一緒にスポーツデビュ
ー! 運動との出会いが大切なこの
時期に楽しく遊びながら体を動か
してスポーツに親しみませんか?　
おともだちがいっぱいできますよ♪

教室名 回数 時　間 参加料 申込開始・締切 申込方法 備　考対象・定員日　程　

// /
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